
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート   桜井グループ     活動期間：２０年８月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】  ④産業道路環境 【活動テーマ】 アクセス道路の整備 

到達目標 
・主要幹線道路整備事業の早期完了 
 （国道 301 号松平バイパスの令和 2年度末開通完了） 

前回まで 

活動状況 

・産業アクセス道路整備の早期完了につなげるため各定例議会での事業進捗確認等の質問を実施 
・建設部より 7月に重点取組について国県市道路に関する今年度進捗及び今後の取り組みを確認 
・国直轄事業（Ｒ153、Ｒ155）について古本代議士を通して要望できるよう会派にて準備中 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

・国道 301 号松平バイパスの令和 2年度末開通完了に向け、県会議員、地元議 

 員との情報の共有を行うとともに、当該路線を利用する地域住民や組合員か 

 らの整備途中の安全に対する不具合等を吸い上げ行政への具申等により安全 

通行となるよう活動中。 

 

 

・例年 11月初旬に国直轄事業について古本代議士を通して要望できるよう 

会派にて準備中。東京都及び各省庁への要望活動の状況を勘案して 

 要望活動を進める。 

  

 

・豊田市太田市長へ道路整備等を織り込んだ 2021 年度に向けた会派政策要望書 

を 8/26 提出した。 

 新型コロナウイルス感染症による新しい生活様式を取り入れながら、従来と 

違った形も模索しながら前向きに検討するとの回答 

 

 

 

 

 

国道 301 号松平バイパスの様子 
松平橋豊田市側↓ 

 

 

 

 

            大内町下山側↓ 
               

 

 

 

 

 

政策要望書提出の様子 
 

 

 

今後の活動 

・引き続き国県市道路整備への働きかけを行っていく。 

・国への要望活動は東京の感染状況を勘案しながら活動の方向性を決めていく。 

・12 月に 2021 年度に向けた政策要望の中間回答に向け各議会等での押し込みを図る。 

  

豊田市 所属議員 吉野、作元、中村、古木、塩谷、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 

今回の進捗 

【○】 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート   桜井グループ     活動期間：２０年８月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 （例）①交通安全 【活動テーマ】  高齢者及び歩行者保護モデルカー活動への取組 

到達目標 ・高齢者及び歩行者の事故防止をすすめることで令和 2年度の愛知県交通死亡事故ワーストワン返上に寄与する 

前回まで 

活動状況 

（1）高齢者ドライバー後付け後付け安全運転支援装置取付補助金の効果を会派として確認。更なる活用促進を具申した。 

（2）「ぴかっとわたるくん」設置拡大に向け会派として要望。 

（3）「キッズゾーン」市内２ヶ所目の設置に向け自治区含めた関係者へ働きかけ実現した。 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

（1）令和 2年度も継続して高齢者ドライバー後付け後付け安全運転支援装置取付補助 

金の交付を行う。前回の活動で確認した後付け装置の効果を職場トークや支援労 

組への訪問時に組合員などにお知らせするなどにより一人でも多くの方へ設置が 

できるように各議員にて啓発活動中。 

 

(2)「ぴかっとわたるくん」設置拡大に向け会派として要望したことにより令和２年 

度３個所への設置実現 

  ①四郷町 四郷小学校正門前の横断歩道 

  ②山之手 山之手公園東側の横断歩道 

  ③宮上町 県営宮口上住宅と県営宮口上東住宅間の横断歩道 

 

 (3)歩行者保護モデルカー活動については、3つの取組のうち①スピードを控える取組 

について 

  生活道路でのスピード抑制のため 2021 年度に向けた政策要望へ運転者への視覚的 

効果を狙いイメージハンプを要望。 

 

 

 

①四郷小学校正門前 

の横断歩道 ⇒ 

 

 

 

 

②山之手公園東側 

 の横断歩道 ⇒ 

 

 

 

 

③県営宮口上住宅と 

 県営宮口上東住宅 

間の横断歩道 ⇒ 

今後の活動 

・高齢者ドライバー後付け後付け安全運転支援装置取付補助金については継続した啓発を行う。 

・歩行者保護モデルカー活動については、「ぴかっとわたるくん」や「キッズゾーン」などの取り組みの必要性と優先順位を考慮 

しながら設置拡大に向け要望の吸い上げや行政への働きかけを行っていく。 

 

豊田市 所属議員 吉野、作元、中村、古木、塩谷、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 

今回の進捗 

【 〇 】 
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